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さが幕末維新伝～時代を駆ける～

「佐賀藩三重津海軍所絵図」「築地反射炉絵図」公益財団法人鍋島報效会 所蔵　「凌風丸絵図」佐嘉神社 所蔵

山口知事

平成30年は、明治改元から150年の
節目です。歴史が大きく変わろうとして
いた幕末維新期を生き抜いた佐賀の

人々や偉業をご紹介します。

2018年3月17日（土）～2019年1月14日（祝・月）開催【前売券・フリーパス券好評販売中】

　
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
明
治
政
府

は
欧
米
に
「
岩
倉
使
節
団
」
を
派
遣
し
ま

し
た
。
岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大
使
と

し
て
、
使
節
団
員
と
留
学
生
あ
わ
せ
て
総

勢
１
０
７
人
で
構
成
さ
れ
、
２
年
近
く
に

わ
た
り
、欧
米
12
カ
国
を
視
察
し
ま
し
た
。

米
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
撮
影
さ
れ

た
使
節
団
首
脳
の
写
真（
下
段
）に
は
、

全
権
大
使
の
岩
倉
具
視
や
全
権
副
使
の

伊
藤
博
文
、
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允

ら
と
と
も
に
武
雄
出
身
の
山
口
尚
芳
の

姿
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
写
真
に
写
っ
た
首

脳
陣
の
中
で
、
全
行
程
を
巡
っ
た
の
は
、

岩
倉
と
尚
芳
だ
け
で
し
た
。

　
尚
芳
の
生
ま
れ
は
、
佐
賀
藩
武
雄
領
の

武
家
で
、
幼
少
か
ら
学
問
に
秀
で
て
い
ま

し
た
。
15
歳
の
時
、
領
主
・
鍋
島
茂
義
の

命
を
受
け
、
長
崎
で
学
び
研
鑽
を
積
ん
だ

尚
芳
は
、
幕
末
の
世
情
で
活
躍
し
、
維
新

後
に
は
新
政
府
の
高
官
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
実
力
は
、
岩
倉
使
節
団
の
全
権
副
使

と
い
う
重
要
な
役
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　
日
本
の
未
来
を
担
う
使
節
団
の
旅
は
、

尚
芳
に
と
っ
て
、
驚
き
と
感
動
の
連
続

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
尚
芳
は
、
体
験
し
た

こ
と
や
、
旅
先
で
見
聞
し
た
情
報
な
ど
を

書
き
と
め
、
同
郷
の
大
隈
重
信
に
書
簡

を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
最

初
に
訪
れ
た
米
国
で
は
、
一
行
は
行
く

先
々
で
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
が
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
の
倒
産
事
件
に
遭

遇
し
、
預
け
た
大
金
を
無
く
し
て
し
ま
う

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
最
初
に
ロ
ン
ド
ン
を

訪
れ
、
日
本
と
同
じ
島
国
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
都
市
機
能
を
集
約
し
た
近

代
巨
大
都
市
ぶ
り
に
驚
き
、
英
国
に
驚
愕

と
畏
敬
の
念
を
抱
い
た
よ
う
で
す
。ま
た
、

次
に
訪
れ
た
パ
リ
で
は
街
の
華
や
か
さ
に

目
を
奪
わ
れ
、
ド
イ
ツ
で
は
宰
相
ビ
ス
マ

ル
ク
の
演
説
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
尚
芳
は
、
こ
の
旅
を
通
じ
て
、
ほ
と

ん
ど
未
知
だ
っ
た
新
世
界
に
感
動
し
、
そ

し
て
日
本
の
進
む
べ
き
道
を
見
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
尚
芳
は
そ
の
後
、
元
老
院
議
官
や
初
代

会
計
検
査
院
長
を
歴
任
し
、
貴
族
院
議
員

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
毎
年
１
月
、
尚
芳
の
遺
徳
を
し
の
び
、

若
い
頃
の
名
「
範
蔵
」
に
ち
な
ん
だ
「
範

蔵
ま
つ
り
」
が
地
元
・
武
雄
市
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。
郷
土
の
誇
り
と
し
て
尚
芳
の

功
績
を
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

も
の
で
す
。

「山口尚芳の肖像写真」
（武雄市所蔵）

（
協
力
・
佐
賀
新
聞
社
、武
雄
市
歴
史
資
料
館
）

岩
倉
使
節
団
メ
ン
バ
ー

近
代
日
本
の
基
盤
整
備
に
貢
献

サンフランシスコで撮影した岩倉使節団
左から２人目が山口尚芳（武雄市所蔵）

（1839-1894）

や
ま

ぐ
ち

ま

す

か

山
口
尚
芳

vol.6

「範蔵まつり」で尚芳の墓前に手を合わ
せる参加者たち

い
わ
く
ら
と
も
　み

ひ
ろ
ぶ
み

い
　と
う

な
べ
し
ま
し
げ
よ
し

お
お
く 

ぼ

と
し
み
ち

た
か
よ
し

き
　
ど

は
ん
ぞ
う

お
お
く
ま
し
げ
の
ぶ
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佐賀県の推計人口

人　口

世帯数

平成29年11月1日現在

男：389,444人 女：434,228人
823,672人（前月比52人増）

307,872世帯（前月比358世帯増）

サガン鳥栖

サガン鳥栖 検索

佐賀県プロサッカー振興協議会
☎0942（81）5290

詳しくは 

サガン鳥栖ファンクラブ
会員募集！

入会金／無料　年会費／3,000円

Ｊ1の舞台で戦うサガン鳥栖を
みんなで応援しよう！

募集期間：1月15日（月）～10月31日（水）

県立文化施設 イベントスケジュール
施設名 1 月 2 月上旬

博物館
美術館
☎0952（24）3947

佐賀城本丸
歴史館
☎0952（41）7550

名護屋城
博物館
☎0955（82）4906

宇宙科学館

（武雄市）
※要観覧料

☎0954（20）1666

九州陶磁
文化館
☎0955（43）3681
（有田町）

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日／九州陶磁文化館は翌日も開館）、ただし佐賀城本丸歴史館は、無休。
【博物館、佐賀城本丸歴史館、名護屋城博物館、九州陶磁文化館、宇宙科学館】12月29日（金）～31日（日）
は休館  【図書館】12月30日（土）～平成30年1月3日（水）、1月31日（水）は休館
※図書館及び美術館以外は1月1日（祝・月）から開館します

休
館
日

新収蔵品展

1/14（日）まで

佐賀県考古学の歩みー人と遺跡ー
1/16（火）～2/18（日）まで

1/26（金）～3/18（日）
企画展５ 「韓国の伝統美を訪ねて
　　　　 ～韓国の伝統工芸Ⅷ～」

1/1（祝・月）～8（祝・月）
イベント 「維新150年！佐賀城本丸のお正月」

第2回ゆめぎんがプチアクアリウム「戌年水族館」
1/1（祝・月）～28（日）

第49回
有田工業高等学校卒業制作展

1/23（火）～28（日）

3/16（金）まで工事による臨時休館（美術館休館）

2/25（日）まで里山スポットミュージアム「冬鳥」

2/4（日）まで

肥前さが幕末維新博プレ企画展

没後150年 草場佩川 ー奇才の遺産ー
※多久市郷土資料館でも同会期開催中

くさ　ば   はいせん

なごや歴史講座
「明治維新150年関連講座
  パリ万博と佐賀・唐津」

1/21（日）
13：30～15：00

※要資料代100円

草場佩川
《双鶴図並賛》（部分）

個人蔵

歴史館ゼミナール（第158回）
「志士たちの『攘夷』論
 ー中岡慎太郎を中心にー」
講師／豊田 満広
　　　（高知県 中岡慎太郎館 学芸員）

1/21（日）
13：30～15：00

螺鈿蓮塘水禽文枕脇飾

銹瑠璃青磁釉蓮鷺文輪花三足皿
小荷田 謙一氏寄贈

１月実施 パブリック・コメント
ご意見をお寄せください

［ 実施日程：1月10日（水）まで ］
● 中小企業振興条例 （案）の制定に係るパブ
リックコメント

広報広聴課　☎0952（25）7351
佐賀県  パブコメ 検索

詳しくは 

「はたちの献血」キャンペーン
催しもの

と　き　1月8日（祝・月） 11：00～16：00

ところ　ゆめタウン佐賀（佐賀市兵庫北）

内　容

献血者が減少しがちな冬期に献血の大切さを知っ
てもらうため、新たに成人式を迎える「はたち」の若
者を中心に、広く献血への理解と協力を呼びかける
イベントを開催します。

詳しくは 薬務課  ☎0952（25）7082

・ライブステージ
・一日血液センター所長委嘱式
・移動献血バスでの献血 など

佐賀県ネットトラブル相談窓口
全国的に増えているインターネット
トラブルについて、電話、電子メー
ル・LINE（ライン）で相談を受け付
ける窓口を設置しました。適切な対
処方法へのアドバイスや、必要に応
じて警察や消費生活センターへの
橋渡しなども行っています。

詳しくは 情報課  ☎0952（25）7086

相談先

ID:sagasoudan
佐賀県ネットトラブル相談窓口 検索

　  0120（060）797
な く な

9：00～18：00
土日祝日および年末年始を除く

   help@saga-soudan.net

トキヲイキル


